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IFRS導入に向けて

2010年は、IFRS財団（旧称IASC財団）の

最初の10年の完了を告げている。この最初の

10年で、国際会計基準審議会（IASB）が設定

する国際財務報告基準（IFRS）の採用のペー

スは当初の予想を上回った。現在、IFRSは世

界中の資本市場で受け入れられ、財務報告にお

けるグローバル基準となる準備ができている。

市場が統合された世界の中でのグローバルな

一組の共通の財務報告基準の論拠は、2000年

にこの組織が設立される前から明白であった。

投資家にとっては、共通の会計基準は、グロー

バル企業どうしの比較可能性や、基準又は実務

が緩やかであった法域での透明性を改善するは

ずである。企業にとっては、単一の基準により、

さまざまな国の基準を自国の連結決算に調整す

る必要が少なくなり、グローバルなベースで株

主とのコミュニケーションが容易になるはずで

ある。監査人にとっては、単一の基準により、

実務の首尾一貫性が高まり、監査にとっての品

質が高まるであろう。規制当局にとっては、共

通の一組の基準は、国境を越えた連携や規制上

の決定の整合性を促進し、規制上の裁定の機会

を減少させるであろう。

一組のグローバルな基準の論拠は明白であっ

たが、国際的な基準という目標に向けての勢い

を与えたのはIFRS財団の創設であった。IASB

を監督するIFRS財団は、民間セクター・民間

出資機関として設立されており、公的機関の恩

恵を受けてはいるが、正式の結び付きはない。

定款では、新IASBは投資家保護を目的とした

基準を設定することに重点を置くと述べている。

独立で専門的なIASBは、国益又は特定の地域

の利害にとらわれることなく、基準に信頼性を

与えている。日本や米国の基準設定主体が持つ

独立性と同様に、基準設定プロセスにおけるこ

の独立性は、IFRSの採用を促進する上で欠く

ことのできない資産となってきたし、今でもそ

うあり続けている。

現在、100以上の国々がIFRSの利用を企業

に認めるか又は強制している。また、日本や米

国を含め、多くの国々が近い将来のアドプショ

ンを積極的に検討している。最初の起動力の大

半は、2002年に欧州連合が、共通の欧州資本

市場を創出する努力の一環として、上場会社へ

のIFRSの採用を決定したことから生じたもの

である。これは、欧州連合基本法を通じて共通

の基準を設定するという数十年にも及ぶ試みが

失敗した後に行われた。この決定により欧州連
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合は世界中でのIFRSの触媒となり、アジア・

オセアニア、アフリカ、南北アメリカにわたっ

ての IFRSの推進を促した。IFRSは、国際的

な資金調達のための米国会計基準に代わり得る

選択肢となった。

また、エンロン破綻後の2001年と2002年の

金融スキャンダルは、米国において国際的な基

準への扉を開いた。2002年のノーウォーク合

意に始まり、集中的な共同のコンバージェンス・

プログラムは、IASBの検討事項の主要な内容

となっている。IASBにとって、コンバージェ

ンスの追求は、米国でのIFRSアドプションを

促進するための手段となっている。重要なこと

だが、コンバージェンスのプロセスは、受け継

がれた基準の改善、米国会計基準との差異の縮

小、さらに米国証券取引委員会（SEC）による

調整表についての要求事項の廃止につながった。

同時に、まだ米国では国内企業へのIFRSのア

ドプションの最終決定を行っておらず、SEC

は決定を行うにあたりコンバージェンスの進展

が重要な要素となるとしている。SECは最近

の作業計画の中で、2011年にIFRSのアドプショ

ンに関する決定を行う予定だとしている。

最後に、他の主要な経済大国もIFRSのアド

プション又はIFRSとのコンバージェンスを行っ

ており、IFRSとの積極的なコンバージェンス

を進めるという日本の基準設定当局の決定（こ

れに中国とインドも続いた）は、IFRSが唯一

の可能なグローバル基準となることを確保する

のに役立ってきた。

今やコンバージェンスのモデルはアドプショ

ンへと移行しており、日本は、国際的なアドプ

ションへの移行が完成するかどうかを決める主

要な役割を果たすであろう。すでに日本は

IFRSへの強い支持を市場へ向けて発信してい

る。金融庁による日本版IFRSロードマップの

公表に続いて、国内での提出目的でIFRS財務

諸表の公表を始めた日本企業が現れた。

米国の SECと同様に、日本の金融庁は、

IFRS財団の歴史の重要な節目の時期に日本企

業にIFRSのアドプションを強制するかどうか

の検討を行っている。金融庁は、2012年頃に

日本でのIFRS強制適用についての決定を行う

予定である。金融庁は決定を行うにあたり、国

際的なIFRSアドプションの努力の進展、IFRS

財団の機関としての強さ、日本の懸念に対する

IASBの対応度合について検討するであろう。

金融危機はグローバルな基準の必要性をさら

に強調することになり、日本などで今後行われ

るアドプションの決定に関する注目が高まって

いる。G20各国の首脳は、共通の会計基準の重

要性について認識し続けている。2010年6月

のトロント・サミットの声明の中でG20首脳

は、「単一の高品質で改善されたグローバルな

会計基準の実現に重要性を置くことを改めて強

調した」。G20首脳がグローバルな基準の関連

性を認識したのは、これが3度目であった。

IFRSは、グローバルな基準となり得る地位

にはあるが、その目的の達成はまだ保証されて

いない。SEC（2011年に予定）と日本の金融

庁（2012年に予定）が直面しているIFRSのア

ドプションを強制するかどうかの決定は、国際

的アドプションの範囲を決定する上で重要な役

割を果たすであろう。この決定は、広範囲の影

響をもたらすことになり、中国やインドを含め

た他の主要経済のIFRSの検討に影響を及ぼす

可能性がある。
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各国（及び各国内の利害関係者）には、IFRS

の全面的アドプションに反対し、アドプション

よりも国内基準とIFRSのコンバージェンスを

求めたり、IFRS規則への例外を導入したりし

ようという無理からぬ誘惑がある。アドプショ

ンではなくコンバージェンスを追求しようとい

う誘惑には抵抗しなければならない。

コンバージェンスはその定義上、単一の共通

なグローバル基準のセットにはつながらない。

コンバージェンスは差異を狭めるかもしれない

が、それぞれの基準は異なる出発点を持ち、コ

ンバージェンスはすべての詳細を扱うわけでは

ないため、同一の結果を生み出すことにはなら

ない。前述のようなIFRSのアドプションの便

益（特に投資家への比較可能性に関して）は、

アドプションでなくコンバージェンスを選好す

る場合には、その一部が失われる。

IFRSのアドプションを選択する国々は、国

又は地域ごとのIFRSの変化形を作り出すこと

も避けるべきである。当然のことながら、さま

ざまな利害グループが、その国や地域のための

例外を正当化する根拠として特殊事情を挙げる。

しかし、国別又は地域別の例外にはコストがあ

り、これらの長期的なコストを、知覚されてい

る当面の便益と比較考量すべきである。

次のことを考えてみよう。国それぞれに自身

の文化、歴史、法律制度がある。必然的に、各

国内でこれらに基づいて基準を作り変えようと

する避け難い圧力が生じるであろうし、その状

況（及びIFRSの改造案）は国ごとに異なるで

あろう。ここでのリスクは、各国固有の「特殊

な」事情を処理したいと望む国々が新たな形の

国内基準を作り出し、IASB設立前の状態に戻っ

てしまうことである。

国別又は地域別の変化形への反対論は、特定

の地域的な懸念を考慮する必要性を無視しよう

とするものではない。すべての意見を聞き、適

切に理解すべきである。IFRS財団の評議員会

はその監視権限の中で、IASBはそのデュー・

プロセスを通じて、さまざまな観点を理解し、基

準設定プロセスの中ですべての利害関係者の声

を聞くようにしなければならない。最近のガバ

ナンス文書の改訂において、IFRS財団はデュー・

プロセスを有することの必要性を強調した。

IFRSの開発への日本の関与に関して、日本

の関係者の声は重要である。第1に、日本は、

IFRS財団のガバナンスのすべてのレベルに参

加している（モニタリング・ボード、評議員会、

IASB、IFRS諮問会議、IFRS解釈指針委員会、

IASBスタッフ）。第 2に、2010年 7月に、

IFRS財団は、IFRS財団評議員会の2名の副議

長の１人として、日本公認会計士協会（JICPA

）前会長の藤沼亜起氏を任命した。第3に、

2010年 10月のソウルでの会議で、IFRS財団

評議員会は、納得のいく取決めの合意を条件に、

最初のアジア・オセアニアのリエゾン・オフィ

スを東京に設置することで合意した。このオフィ

スは、IASBが直面する問題に関するアジア・

オセアニアからの意見をIASBが受け取る際の

助けとなるであろう。

これらの最近の決定に加えて、IASBはアジ

ア・オセアニア地域の基準設定主体や他の政策

立案者と連携することを確約している。IASB

は、最近設置されたアジア・オセアニア基準設

定主体グループに引き続き積極的に参加する。

評議員会の支援の下、IASBは、毎年のアジア・

オセアニア政策フォーラムに出席する。ASBJ
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と双方向の関係を継続することは、他の国や地

域と同様に、すべての声が聞かれることを確保

するために不可欠であり、今後もそうであろう。

さらに、IASBは基準設定プロセスの中で、

民間セクターや他の利害関係者から直接に意見

を受け取ることの重要性を認識している。すで

にIASBは広範囲のアウトリーチ活動や利害関

係者とのコミュニケーション活動に取り組んで

いる。これは、我々の提案の周知、教育、説明

及び明確化、そして利害関係者が我々と提案に

ついて議論する機会を提供するためである。こ

れらの活動は、円卓会議などの正式なデュー・

プロセス活動を補完するものである。アジア・

オセアニア地域でのこの形のアウトリーチは、

この地域でIFRSを採用する国が増加するに従っ

て、ますます強化されるであろう。

IFRS財団と IASBは、国際的なアドプショ

ンの見込みが近づくに従って、国際的な責任の

増大に伴う課題に直面している。第１に、モニ

タリング・ボードとの関係で、評議員会は、組

織のガバナンスが公共の利益を適切に反映する

とともに、十分な公的説明責任を提供すること

を確保する必要がある。モニタリング・ボード

は、現在、モニタリング・ボード自身のガバナ

ンスの取決めの検討を行っており、評議員会は、

第2の10年に入るにあたって組織を導くのに

役立てるための戦略的レビューを行っている。

どのような変更も、基準設定プロセスの独立性

を維持するものでなければならない。独立性は

IFRSの隆盛の主要な要因であった。

第 2に、IFRS財団と IASBだけが責任を負

うことではないが、当組織はIFRSの首尾一貫

した適用と解釈へ向けての作業に関心を持って

いる。実務の不統一は、比較可能な財務情報と

いう目標を損なうものである。IFRS財団と

IASBは、適用の首尾一貫性を、IFRS解釈指針

委員会、財団の教育プログラム、及び IFRS

XBRLタクソノミーの創設を通じて支援してい

る。当組織は、各分野に明示的な責任を有する

証券規制当局や監査事務所と定期的に協議を行っ

ている。しかし、IFRSの守備範囲の拡大に従っ

て、首尾一貫性の問題は常に注目の必要がある。

最後に、当組織は、効果的かつ効率的な運営

を可能にするための十分な資源を提供するグロー

バルな資金調達の基礎を確保しなければならな

い。2006年以来、評議員会は、各国での資金

調達の体制を確立しようとしている。これは、

各国のGDPに比例して、企業への課金を設け

るか、又は公的に支援された資金調達の要素を

規定するものである。現在、財団の資金調達の

中でこの体制に基づく部分が増大しつつある。

このアプローチは、アジア・オセアニア及びヨー

ロッパで特に成功している。日本はこの取組み

を主導しており、後続の他の国々の手本となっ

ている。しかし、任意のシステムも残されてい

る。一部の国々は、拠出が適正な負担割合を下

回っているか又は全く行っていない場合もある。

新たな資金調達源が見つからないとすれば、今

のところ予算不足が予想されている。評議員会

はシステムのないところで資金調達を強制する

権限はない。公的機関と協力して、当財団はこ

こ数か月のうちに資金調達問題の解決を図る。

今後18か月のうちに、米国と日本の当局が

IFRSのアドプションについて重要な決定を行

う。これらの決定は、IFRS財団が単一のグロー

バルな基準のセットという最終的な使命の実現

に成功するかどうかを決定づけるものである。

IFRSは、財務報告のグローバルな基準となり
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得る地位にはあるが、この成功は決して保証さ

れていない。IFRS財団が行った最近の行動は、

当財団の事項に関する日本のコミットメントや

高まりつつあるアジア・オセアニアの声の拡大

を当財団が重視していることを示している。日

本やグローバル経済にとっての利害は大きく、

建設的な成果をもたらすために、すべての利害

関係者が協力して作業を行うことが重要である。

期待されるのは、グローバル基準としての

IFRSの開発への日本の貢献が、新たな10年に

入るIFRS財団の活動において重要な要因であ

り続けることである。
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ンドレイジングの常務取締役であった。それ以前は、1995�1997年には戦略国際問題研究センターの事
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ハーバード大学ケネディー行政大学院の公共政策の修士号、及びプリンストン大学ウッドローウィル

ソン公共国際大学院の学士号を取得している。

（2010年8月現在）
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October2010

Theyear2010marksthecompletionoftheIFRS

Foundation'sfirstdecade.IntheFoundation's

firsttenyears,thepaceofadoptionofInterna-

tionalFinancialReportingStandards（IFRSs）,

setbytheInternationalAccountingStandards

Board（IASB）,hasexceededoriginalexpecta-

tions.Today,IFRSisnowacceptedthroughout

theworld'scapitalmarketsandstandsreadyto

becometheglobalstandardinfinancialreporting.

Thecaseforaglobalsetofcommonfinancialre-

portingstandardsinaworldwheremarketsare

integratedwasevidentbeforetheorganization's

establishmentin2000.Forinvestors,acommon

setofaccountingstandardsshouldimprovecom-

parabilityamongglobalcompaniesandtranspar-

encyinjurisdictionswherestandardsorpractices

werelax.Forcompanies,asinglesetofstandards

willreducetheneedtoreconciledifferentnational

standardstoaconsolidatedhomecountryaccount

andshouldfacilitatecommunicationswitha

globalshareholderbase.Forauditors,asingleset

ofstandardswillencourageconsistencyinprac-

ticeandelevatethequalitiesforauditors.For

regulators,acommonsetofstandardswill

facilitatecross-bordercooperation,consistencyof

regulatorydecisions,andreduceopportunitiesfor

regulatoryarbitrage.

Despitetheevidentcaseforaglobalsetofstan-

dards,itwasthecreationoftheIFRSFoundation

（formerlyknowastheIASCFoundation）that

gavemomentum tothecauseofinternational

standards.TheIFRSFoundation,whichoversees

theIASB,wascreatedasaprivate-sectorandpri-

vately-financedbody,blessedby,butnotformally

connectedto,publicinstitutions.TheConstitution

statedthatthenewIASBwouldbefocusedoncre-

atingstandardsaimedatinvestorprotection.An

independentandprofessionalIASB,notbeholden

tonationalorspecialparochialinterests,anden-

dowedthestandardswithcredibility.Thisinde-

pendenceofthestandard-settingprocess,much

likethatinplacewithnationalstandard-settersin

JapanandtheUnitedStates,hasbeenandre-

mainsanessentialassetinencouragingIFRS

adoption.
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Today,morethan100countriesacceptorman-

datetheuseofIFRSforsomecompanies,andac-

tivenear-term considerationisunderwayina

dozenmore,includingJapanandtheUnited

States.Muchoftheinitialimpetusresultedfrom

the2002EuropeanUniondecisiontoadoptIFRSs

foritspubliclytradedcompaniesaspartoftheef-

forttocreateacommonEuropeancapitalmarket,

afterdecadesoffailedattemptstosetcommon

standardsthroughEUprimarylegislation.This

decisionmadetheEuropeanUnionthecatalystfor

IFRSadoptionworldwideandspurredthead-

vancementofIFRSacrossAsia-Oceania,Africa,

andtheAmericas.IFRSbecameanalternativeto

USGAAPforinternationalcapitalraising.

Also,thefinancialscandalsof2001and2002fol-

lowingthecollapseofEnronopenedthedoorto

internationalstandardsintheUnitedStates.Be-

ginningwiththe2002NorwalkAgreement,anin-

tensiveandjointconvergenceprogrammehas

beenadominantfeatureoftheIASB'sagenda.

FortheIASB,thepursuitofconvergencehasbeen

ameanstofacilitateadoptionofIFRSinthe

UnitedStates.Importantly,theconvergenceproc-

esshasledtoimprovementsoftheinheritedstan-

dards,reduceddifferenceswithUSGAAP,and

ledtotheremovalofthereconciliationrequire-

mentbytheUSSEC.Atthesametime,theUnited

StateshasyettomakeafinaldecisiononIFRS

adoptionforUScompanies,andtheSEChasindi-

catedprogressonconvergencewillbeakeyfactor

inthedecision.InarecentworkplantheSECin-

dicatesthatitexpectstomakeadecisiononIFRS

adoptionin2011.

Finally,withtheothermajoreconomicpowersei-

theradoptingIFRSsorconvergingwithIFRSs,

thedecisionofthestandard-settingauthoritiesin

Japan,followedbyChinaandIndia,topursueac-

tiveconvergencewithIFRShashelpedtoensure

thatIFRSbecametheonlypossibleglobalstan-

dard.

Nowthemodelofconvergenceismovingtoadop-

tion,andJapanwillplayamajorroleindeter-

miningwhetherthetransitiontoglobaladoption

iscomplete.Japanhasalreadysentastrongen-

dorsementofIFRSstothemarketplace.Following

thepublicationofJapan'sIFRSRoadmapbythe

FinancialServicesAgency（FSA）,thefirstJapa-

nesecompanieshavenowbeguntoissueIFRSfi-

nancialstatementsfordomesticfilingpurposes.

SimilarlystotheUSSEC,theJapanFSAisnow

consideringwhethertomandateIFRSadoption

forJapanesecompaniesatacriticaljuncturein

theIFRSFoundation'shistory.TheFSAintends

tomakeadecisiononmandatoryapplicationof

IFRSsinJapanaround2012.Inmakingitsdeci-

sion,theFSAwillconsidertheevolutionofIFRS

adoptioneffortsinternationally,thestrengthof

theIFRSFoundationasaninstitution,andthere-

sponsivenessoftheIASBtoJapaneseconcerns.

Thefinancialcrisisonlyfurtherhighlightsthe

needforglobalstandardsandfocusesgreaterat-

tentionontheupcomingadoptiondecisionstaking

placeinJapanand.TheleadersofG20countries

havecontinuedtorecognisetheimportanceofa

commonsetofaccountingstandards.Atthe
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TorontoSummitinJune2010,intheirstatement,

theG20leaders・re-emphasizedtheimportance

weplaceonachievingasinglesetofhighquality

improvedglobalaccountingstandards.・Thiswas

thethirdtimethattheG20Leadersrecognisedthe

relevanceofglobalstandards.

WhileIFRSiswellpositionedtobecometheglobal

standard,achievingthatobjectiveisnotyetguar-

anteed.Indeed,thedecisiononmandatingIFRS

adoptionfacingtheUSSecuritiesandExchange

Commission（expectedin2011）andtheJapan

FSA（expectedin2012）willplayamajorrolein

determiningtheextentofinternationaladoption.

Thesedecisionswillhavewiderangingconse-

quencesandcouldimpacttheconsiderationof

IFRSsbyothermajoreconomies,includingChina

andIndia.

Thereisanaturaltemptationofcountries（and

stakeholderswithinthosecountries）toargue

againstfulladoptionofIFRSs,tocallforconver-

genceofnationalstandardsandIFRSsrather

thanadoption,ortointroducenationalexceptions

toIFRSrules.Thetemptationtopursueconver-

genceratherthanadoptionshouldberesisted.

Convergencebydefinitionwillnotleadtoacom-

monsetofglobalstandards.Convergencemay

narrowdifferences,butwillnotproduceidentical

resultsbecauseeachsetofstandardshavediffer-

entstartingpointsandconvergencewillnot

addressallofthedetails.ThebenefitsofIFRS

adoptioncitedabove,particularlyinrelationto

comparabilityforinvestors,arepartiallylostin

favoringconvergenceratherthanadoption.

CountrieschoosingtoadoptIFRSsshouldalso

avoidcreatingnationalorregionalvariantsof

IFRSs.Understandably,differentinterestgroups

willcitespecialcircumstancesasjustificationfor

nationalandregionalexceptions.However,na-

tionalandregionalexceptionshaveacost,and

theselong-termcostsshouldbeweighedagainst

theperceivedimmediatebenefits.

Considerthefollowing.Eachcountryhasitsown

culture,history,andlegalsystem.Logically,

therewillbeinevitablepressurewithineachjuris-

dictiontoadaptthestandardsonthatbasis,and

thecircumstances（andproposedadaptationsof

IFRS）wouldbedifferentineachcountry.The

riskisthatcountrieswishingtoaccountfortheir

ownparticular・special・circumstanceswillcre-

ateanewformofnationalstandards,returning

ustothestatusquobeforetheestablishmentof

IASB.

Theargumentagainstnationalandregionalvari-

antsisnottodismisstheneedtotakeintaccount

forparticularlocalconcerns.Allperspectives

shouldbeheardandproperlyunderstood.The
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TrusteesoftheIFRSFoundationintheirover-

sightcapacityandtheIASBthroughitsdueproc-

essmustensurethatdifferentperspectivesare

understood,andallinterestedpartiesareheardin

thestandard-settingprocess.Inarecentrevision

toitsgovernancedocuments,theIFRSFoundation

emphasizedtheneedtohavedueprocess.

AsitrelatestoJapan'sinvolvementinthedevel-

opmentofIFRSs,thevoiceofJapanesestake-

holdersissignificant.First,Japanisreflectedin

alllevelsoftheIFRSFoundation'sgovernance

（ontheMonitoringBoard,Trustees,theIASB,

theIFRSAdvisoryCouncil,theIFRSInterpreta-

tionCommittee,andtheIASB'sstaff）.Second,

inJuly2010,theIFRSFoundationappointed

TsugoukiFujinuma,formerPresidentoftheJapa-

neseInstituteofCertifiedPublicAccountants

（JICPA）,asoneoftwovicechairsoftheIFRS

FoundationTrustees.Third,attheirOctober2010

meetinginSeoul,theIFRSFoundationTrustees

agreed,subjecttoagreeingsatisfactoryarrange-

ments,thatthefirstAsia-Oceanialiaisonoffice

belocatedinTokyo.Thisofficewouldassistthe

IASBinreceivingviewsfromAsia-Oceaniaon

mattersbeforetheBoard.

Inadditiontotheserecentdecisions,theIASBhas

afirm commitmenttoengagewithstandard-

settersandotherpolicymakersthroughoutthe

Asia-Oceaniaregion.TheIASBwillremainanac-

tiveparticipantintherecentlycreatedAsia-

OceanianStandard-SettersGroup.TheIASB,

withTrusteesupport,attendstheannualAsia-

OceaniaPolicyForum.Continuedbilateralrela-

tionswiththeAccountingStandardsBoardof

Japan,asinotherjurisdictions,isandwillremain

vitaltoensuringallvoicesareheard.

Moreover,theIASBrecognizestheimportanceof

receivingviewsdirectlyfromprivatesectorand

otherstakeholdersinthestandard-settingproc-

ess.TheIASBisalreadyundertakingarangeof

outreachandstakeholdercommunicationactivi-

tiestoinformandeducate,toexplainandclarify

ourproposalsandtoprovideopportunitiesforin-

terestedpartiestodiscussanddebatethemwith

us.Theseactivitiessupplementtheformaldue

processactivitiessuchasround-tablemeetings.

ThisformofoutreachinAsia-Oceaniawillonly

intensifyasmoreeconomiesintheregionadopt

IFRS.

AstheFoundationandtheIASBfacethenear

prospectofglobaladoption,theorganizationis

nowconfrontingthechallengesthatcomewithin-

creasedglobalresponsibility.First,inconjunction

withtheMonitoringBoard,theTrusteesneedto

ensurethatthegovernanceoftheorganizationre-

flectsthepublicinterestappropriatelyandpro-

vides sufficient public accountability. The

MonitoringBoardisnowundertakingareviewof

itsowngovernancearrangements,andtheTrus-

teesareundertakingastrategyreviewtohelp

guidetheorganizationasitentersitsseconddec-

ade.Anychangesmustpreservetheindependence

ofthestandard-settingprocess,whichhasbeen

thekeyfactorintheriseofIFRS.
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Second,whilenotanexclusiveresponsibilityof

theIFRSFoundationandtheIASB,theorganiza-

tionhasaninterestinworkingtowardsthecon-

sistentapplicationandinterpretationofIFRS.

Divergencesinpracticeunderminethegoalof

comparable financialinformation.The IFRS

FoundationandtheIASBsupportconsistencyof

applicationthroughtheIFRSInterpretationCom-

mittee,theFoundation'sEducationInitiative,and

theestablishmentofanIFRSXBRLtaxonomy.

Theorganizationregularlyconsultswithsecuri-

tiesregulatorsandauditfirms,whohaveexplicit

responsibilityinthisarea.However,asthereach

ofIFRSexpands,theissueofconsistencywill

needconstantattention.

Finally,theorganizationmustsecureaglobal

basisoffinancingthatprovidessufficientre-

sourcestoenableeffectiveandefficientopera-

tions.Since2006,theTrusteeshavesoughtto

establishnationalfinancingregimes,proportion-

atetoacountry'srelativeGDP,thatestablisha

levyoncompaniesorprovideanelementofpub-

liclysupportedfinancing.Nowagrowingportion

oftheFoundation'sfinancesisbasedonsuchre-

gimes,andthisapproachhasbeenparticularly

successfulinAsia-OceaniaandEurope.Japanhas

beenaleaderinthiseffortandremainsamodel

forothercountriestofollow.However,voluntary

systemsremaininplace;somecountriescontrib-

uteundertheirfairshareornotatall;budget

deficitsarecurrentlyprojectedifnewfinancingis

notfound;andtheTrusteesdonothavethe

authoritytomandatefinancingwheresystemsdo

notexist.Workingwithpublicauthorities,the

Foundationwillseektoresolvetheissueoffi-

nancinginthecomingmonths.

Inthenext18months,USandJapaneseauthori-

tieshavekeydecisionstomakeregardingIFRS

adoption.Thesedecisionsarecriticaltodetermin-

ingwhethertheIFRSFoundationwillsucceedin

achievingitsultimatemissionofasinglesetof

globalstandards.IFRSiswellpositionedtobe-

cometheglobalstandardforfinancialreporting,

butthissuccessisfarfromguaranteed.There-

centactionstakenbytheIFRSFoundationsignal

theimportancethattheFoundationattachesto

theJapanesecommitmentandthegrowingvoice

ofAsia-OceaniaintheFoundation'saffairs.The

stakesforJapanandtheglobaleconomyare

great,anditisimportantthatallinterestedpar-

tiesworktogethertoachieveapositiveoutcome.

TheexpectationisthattheJapanesecontribution

tothedevelopmentofIFRSasaglobalstandard

willcontinuetobeakeyfactorintheIFRSFoun-

dation'sactivitiesasitenteritsseconddecade.
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TomSeidenstein

TomSeidensteinjoinedtheIFRSFoundation（previouslytheIASCFoundation）in2001,whereheiscurrently

ChiefOperatingOfficer.TheIASCFoundationistheoversightbodytotheInternationalAccountingStandards

Board,theLondon-basedorganizationresponsibleforthecreationofasinglesetofInternationalFinancialRe-

portingStandards（IFRSs）.Asaseniormemberofthemanagementteam,Mr.SeidensteinmanagestheIASC

Foundation・spublicpolicyactivitiesandrelationshipswithpublicbodiesandotherregulatoryauthorities,

servesastheorganization'sprincipalfinancialofficer,managestheday-to-dayoperations,andservesascor-

poratesecretarytothe22-memberinternationalboardofTrustees.

BeforejoiningtheIFRSFoundation,Mr.SeidensteinwasanExecutiveDirectoratCCSFundraising,aglobal

consultingfirmtonot-for-profitinstitutions.Previouslyheworkedonarangeofeconomicandforeignpolicy

issuesinWashington,DC,astheSpecialAssistanttotheManagingDirectoroftheCenterforStrategicand

InternationalStudies（1995�1997）andasaFinancialAnalystattheOverseasPrivateInvestmentCorporation

（Summer1998）.

Mr.SeidensteinisaTrusteeoftheMake-A-WishFoundationUK.HeservedasamemberofXBRLInterna-

tional'sBoardofAdvisorsfrom2007to2009.In2006and2007,heparticipatedintheYoungLeadersStudy

GroupontheFutureofEurope,organizedbytheAmericanCouncilofGermany,Dr�ger-Stiftung,andZeit-

Stiftung.HeisafoundingmemberofthePrincetonClassof1995SummerServiceFundCommittee,established

toprovidefundingtostudentsundertakingpublicservicesummerinternshipsandresearch.

Mr.SeidensteinreceivedaMaster'sdegreeinpublicpolicyfromtheKennedySchoolofGovernmentatHarvard

Universityandanundergraduatedegree（AB）fromWoodrowWilsonSchoolofPublicandInternationalAf-

fairsatPrincetonUniversity.
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